
大
阪

１
　
所
在
地
　
　
　
一　
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
三
丁
日
、
二
　
同
区
道
修
町

二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
二
年

（平
７
）
四
月
―
二
月
、
二
　
一
九
九

五
年
四
月
―
七
月

発
掘
機
関
　
　
∽
大
阪
市
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
一　
一ユ
谷
浩
之
、
二
　
南
　
秀
雄

遺
跡
の
種
類
　
近
世
城
下
町

遺
跡
の
年
代
　
安
土
桃
山
時
代
―
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
Ｏ
Ｊ
九
四
十

一
五
次
調

査

大
阪
の
船
場
地
域
は
、
慶
長

三
年

（
一
五
九
八
）
に
豊
臣
氏

大
坂
城
の
三
の
九
が
築
か
れ
た

と
き
に
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た

城
下
町
で
あ
る
。
調
査
地
点
は

船
場
の
北
部
に
位
置
し
、
豊
臣

期
に
お
け
る
城
下
町
の
中
で
は

西
端
に
近
い
。

今
回
の
調
査
で
は
大
坂
の
陣

（
三
全

四
。
一
五
年
）
前
後
の
時
期
の
ゴ
ミ
捨

て
穴
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
調
査
地
区
は
当
該
時
期
の
屋
敷
地
の
最
も
奥
に
あ

た
り
、
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ミ
捨
て
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
木
簡

は
い
ず
れ
も
大
坂
の
陣
以
前
の

一
七
世
紀
初
頭
頃

釜
ユ巨
時
代
後
期
）
の
ゴ
ミ

捨
て
穴
か
ら
出
土
し
た
。

一
一　
Ｏ
Ｊ
九
四
十

三
ハ
次
調
査

調
査
地
は
道
修
町
通
り
を
堺
筋
か
ら
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
豊
臣
後

期
に
開
発
さ
れ
て
以
降
、　
一
人
世
紀
初
め
ま
で
の
間
、
間
口
二
間
前
後
の
三
つ

の
敷
地
に
分
か
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
五
時
期
の
建
物
群
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、　
一
七
世
紀
末
か
ら

一
人
世
紀
初
め
の
町
屋
の
ひ
と
つ
は
、
大
量
の

硯
の
未
製
品
が
出
上
し
た
こ
と
か
ら
硯
屋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
大
半
は
屋
敷
地
の
裏
に
あ
る
ゴ
ミ
捨
て
穴
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
④

Ｏ
は
豊
臣
後
期
、
０
ｌ
⑮
は

一
七
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
、
⑭
ｌ
側
は

一
七
世
紀

後
半
、
②
は
前
述
の
硯
屋
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
⑦
ｌ
⑪
と
⑫
ｌ

ω
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
ゴ
ミ
捨
て
穴
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
Ｏ
Ｊ
九
四
十

一
五
次
調
査

ω
　
。
「
＜
七
ひ
ゃ
口
日
日
回
」

。
「
＜
七
ひ

ゃ
口
日
日
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ］巽
ド癸
∞
ｏ駕
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②

　

「
＜
大
□
□
□
□
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐｏ契
ω反
囀
ｏ驚

（刻
書
）

①
　
。
「
大

（花
押
）
（花
押
）
（花
押
）
口

。　「［日日日‐‐日日日］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］〇∞））Λ］卜×
頓　　Φ⇔μ

い
②
は
と
も
に
判
読
困
難
で
あ
る
が
、
形
状
か
ら
荷
札
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
①
は
も
と
も
と
桶
の
底
板
の
よ
う
な
円
形
の
板
の
一
部
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
廃
材
を
花
押
の
習
書
の
た
め
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
一　
Ｏ
Ｊ
九
四
十

三
ハ
次
調
査

全
部
で
二
人
点
の
木
簡
を
確
認
し
た
が
、
判
読
不
能
な
も
の
や
極
め
て
断
片

的
な
記
述
し
か
わ
か
ら
な
い
も
の
は
除
き
、
以
下
の
一
九
点
を
紹
介
す
る
。
⑩

⑫
は
蓋
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
　
。
ズ
ロ
印
）
大
津
九
兵
衛
　
」

・

衰

目

印

）

古

　

一
一
束

ゆ

い

」
　

　

　

　

　

　

　

μ
⇔
契

囀
反

∞

屋 (3)表

(働

コ
一　
喜
兵
衛
」

「大
十
日
□
入
　
」

「
二
郎
右
衛
門
」

久
日
回
　
　
」

久
汁
ま
日
□
」

「
ｏ
日

国

」

「
ｏ
同
Ｈ
国
六
十
入
」

「米
　
五
　
斗
」

「団

入
□

」

「
＜
日
Ｈ
日
回
　
」

「
＜
十
五
ま
い
入
」

「
＜
二
　
久
右
衛
門
」

「
＜
□
□
日
□
　
　
」

「
＜
二
郎
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衛
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＜
口
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入

」

Ｐ
ω
∞
×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
頓
μ

伽
⇔
×

Ｐ
Φ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
〕

中
］
］
×

］
∞
×

］

ｏ
∞
呻

Ｆ
μ
∞
×

囀
μ
×

中
　

ｏ
∞
∞

ド
Ｎ
『
×

μ
『
×

ヽ
　

ｏ
μ
μ

∞
Φ
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
伽
畔

< <

騨
ヽ
Φ
×

岸
Φ
×

卜
　

ｏ
∞
∞

μ
卜
∞
×

μ
Φ
×

］

ｏ
∞
∞
　

　

５

）



ll⑥ l151   110 l131llりl181Ol1   901 l191

「さ
は
八
十
入
」

「弥
七
郎
　
　
」

＜
日
□
百
五
十
入
」

「
＜

（日
印
）
さ
□
ろ
九
十
入
」

「
＜
　
　
ま

一
吉
　
　
　
」

「
＜
か
た
せ
□
右
衛
門
□

「
＜
二
郎
五
日
日
国

「
ｏ
□
右
衛
門
」

「
ｏ
　　　‐―‥四
　　　　
」

「
＜
口
□
　
　
　
□
九
右
衛
門
」

「
＜
日
――
日
入
　
　
　
　
　
」

「か
つ
を
ノ

に
三
斤
」
　
　
　

（曲
物
蓋
）

「捨
七
匁
」

「
＜
　
い
せ
五
日
――
□
」

「
＜
　
日
Ｈ
Ｈ
国
　
　
　
」

Ｐ
Ｐ
Ｐ
×

］
畔
×

ヽ
　

ｏ
釦
ド

（
Φ
ｏ
）
×

Ｎ
ｏ
×

卜
　

ｏ
∞
∞

滓
伴
∞
×

ド
Ｐ
×

卜
　

ｏ
∞
∞

∩

牌
じ

×
岸
い
×
卜
　
ｏ
∞
Φ

Φ
『
×

∞
『
×

６
　

⇔
牌
μ

μ
り
Φ
×
Ｐ
Ｎ
〉〈
∞
　
　
ｏ
∞
∞

Ｐ
∞
］
×

や
ｏ
×

６
　

⇔
”
∞

中
毬
×
揃
卜
　
ｏ常

庁
μ
卜
×

（
∞
『
）
×
］

ｏ
μ
Φ

221

匡

（漆
塗
蓋
）
　

　

　

学溺
×
（Φじ
×
∞

寓
μ

（豆
谷
浩
之

・
南
　
秀
雄

。
鳥
居
信
子
）

木

簡

研

究

第
一
言

笹
山
　
晴
生

一
九
九
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪
　
東
大
寺
旧
境
内

（三
社
池
）
　
藤

原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
右
京
七
条
二
坊
　
山
田
道
跡
　
山
田
寺
跡
　
長
岡
京
跡

今
里
城
跡
　
鳥
羽
離
宮
跡
　
壬
生
寺
境
内
遺
跡
　
里
遺
跡
　
大
坂
城
跡
　
住
友

銅
吹
所
跡
　
山
之
内
遺
跡
　
勝
山
遺
跡
　
新
金
岡
更
池
遺
跡
　
豊
嶋
郡
条
塁
遺

跡
　
五
反
島
遺
跡
　
上
小
名
田
遺
跡
　
吉
田
南
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡

今
宿
丁
田
遺
跡

袴
狭
遺
跡
　
伊
賀
国
府
推
定
地
　
頑
名
遺
跡
　
忍
城
跡
　
市

原
条
里
制
遺
跡
　
鉢
形
地
区
条
里
遺
跡
　
石
田
三
宅
遺
跡
　
斗
西
遺
跡
　
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
浄
水
寺
跡
　
上
荒
屋
遺
跡
　
田
中
進
跡
　
入
幡
林
遺
跡
　
緒

立
Ｃ
遺
跡
　
的
場
遺
跡
　
荒
田
目
条
星
制
遺
構
　
柳
之
御
所
跡
　
矢
野
遺
跡

岡
山
城
二
之
九
跡
　
車
戸
千
軒
町
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
東
山
崎

・
水
田
遺
跡

鴻
隠
館
跡
　
大
宰
府
跡
　
観
世
音
寺
跡
　
多
田
遺
跡
　
上
高
橋
高
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
三
）

飛
鳥
京
跡
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校
遺
跡
　
大
坂
城
跡

下
曽
我
遺
跡
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
靖
民

香
川
県
長
福
寺
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
　
和
己

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
知
志

中
国
簡
腹
学
国
際
学
術
研
討
会
参
加
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
信

棄
報

頒
価
　
四
三
〇
〇
円
　
〒
六
〇
〇
円




